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世界貿易はメガ FTA（自由貿易協定）時代
に突入した。TPP（環太平洋パートナーシップ）
の登場で，アジアでは RCEP（東アジア地域包
括的経済連携），ASEAN 経済共同体，日中韓
FTA など他の FTA をめぐる動きも加速して
いる。だが，日本を取り巻く FTA ネットワー
クがどんなに整備されても，日本企業が FTA
を利用しなければ何の意味もない。韓国よりも
低い日本のFTA利用率をどう見るべきなのか。
「アジアは FTA を構築する時代から企業戦

略に生かす時代に入った」というのが，本書の
主張である。メガ FTA 時代に日本企業の強み
をどのように生かしていくべきか。本書は，
FTA によって変容する通商秩序の行方を見据
えながら，グローバル化の実態と，アジアの
FTA が日本の経済と企業に与える影響を検証
しつつ，日本企業の FTA 活用戦略について考
察している。

本書の論点は３つ挙げられる。第１に，今や
原材料の調達から生産と販売まで，グローバ
ル・サプライチェーンの効率化が日本企業の競
争力を左右するといっても過言でない。日本企
業の国際生産ネットワークはアジアでどのよう
に拡大・深化しつつあるのか，どのような課題
に直面しているのか，その実態に迫っている。

第２に，日本企業がサプライチェーンの効率
化を目指すためには，FTA を積極的に活用し，
FTA の関税・非関税障壁の削減効果を取り込
む必要がある。ASEAN や日中韓を中心とする
東アジアの FTA ネットワークの拡充が日本企
業に与える影響と効果，および対応について実
証的な分析を行っている。

第３に，FTA 利用上の問題や課題は多い。
ジェトロのアンケート調査でも FTA を利用し
ていない企業が多く，制度面の問題がその理由
として挙げられている。FTA 原産地証明手続
きの簡素化，FTA 利用に関する中小企業への
支援強化などは喫緊の課題だ。

以 上 の よ う に， 本 書 は 企 業 の FTA 利 用
について，その実態，事例，制度や政策，
問題点などを多角的に分析している。メガ
FTA 時代の企業の FTA 活用に向けた指針
をまとめた FTA 解説書として，企業の担当
者に間違いなく役立つ必携の一冊といえよ
う。 （うまだ けいいち）
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